
　日本の金融機関として「地球環境との共存共栄」を真っ先
に打ち出し、実績をあげてきたのは滋賀銀行である。
　環境保全対策に取り組む企業に対して、｢エコ・クリーン
資金｣の提供を始めたのが1998年。その後もPLB（琵琶湖
原則）資金、生物多様性格付融資など、他の金融機関の
先を行く取り組みを展開し続けてきた。宣言するだけで
後は横並びという金融機関も少なくない中で、常に新しい
環境対応型金融商品の開発を意識し、実績を積み上げて
きた滋賀銀行は、名実ともに群を抜く存在として知られる。
　滋賀銀行は、「環境金融」の取り組みの初期の段階から、
地域の起業家を応援するニュービジネス支援ネットワーク

「野の花応援団｣を設け、地域興しに力を入れてきた
点も忘れてはならない。今でこそ、「地方創生」の言葉は
どこの地方に行っても聞かれる。だが、滋賀銀行の
場合 、「野の花」が地元企業の掘り起こし、成長支援、
さらに海外進出などへと、展開し続けており、滋賀に
咲く野の花の強靭さを支え続けて久しい。また、新たに
クラウドファンディングの手法を取り入れた「しがぎん
ふるさと投資ファンド」を立ち上げるなど、本業の金融
商品・サービスとの連動を深めている。
　滋賀銀行に「環境」がいち早く芽生え、｢野の花｣が真っ先

藤井先生からは、これまでにも当行の
「環境経営」「環境金融」の取り組みについて、
鋭い分析や評価などをいただいており、
感謝申し上げます。

当行は、経営に環境を取り込んだ「環境経
営」を銀行経営の要諦と位置づけ、「お金の
流れで地球環境を守る」との気概で環境
対応型金融商品・サービスの開発・提供に
取り組み、地道に活動してまいりました。
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　「産学官・金（＝金融）」の連携で、ニュービジネスの
ヒントを提供するビジネスフォーラム「サタデー起業塾」
を２０００年度より毎年開講しています。１５年間で、のべ
2,058名の卒業生を輩出。起業や第二創業に活躍され
ています。また、歴代のサタデー起業塾の受講生の中
で、実際にニュービジネスに取り組まれた企業や事業者
の皆さまを対象に、ニュービジネス奨励金「しがぎん
野の花賞」を贈呈しています。２０１４年度は５企業に総額
５０万円を贈呈、受賞者は累計８３先、総額８３０万円と
なりました。
　当行では、起業家の皆さまの多様な資金ニーズに
迅速にお応えするため、原則３，０００万円を上限に無担保
でご融資する「しがぎんニュービジネスサポート資金」
を取り扱っています。２０１５年３月末現在の融資実行
累計は138件、28億9,420万円となりました。

　当行の豊富なネットワークを活用し、お取引先の
販路拡大、技術提携、共同開発等の新たな事業展開を
お手伝いさせていただく「エコビジネスマッチング
フェア」を、2008年より毎年開催しています。
　2015年度は、新エネ、リサイクル、環境ソリュー
ション等の8分野で89社・団体が出展。1,725名の
来場、702件の商談が行われ大盛況でした。今回は
「ヘルスケア」分野を新設するとともに昨年に引き続き、
「滋賀健康創生」特区ブースを設置。また、金融
サポートコーナーでは「クラウドファンディング」の
取組事例を紹介しました。

●エコビジネスマッチングフェア（2008年～） ●ビジネスフォーラム「サタデー起業塾」（2000年～）

ビジネスマッチングやニュービジネスの育成、
各種出展、講演等を通じて、地域社会の皆さまと積極的な
環境コミュニケーション活動を展開しています。

環境コミュニケーション

　2014年10月、滋賀県立長浜ドームで開催。当行は株式会社
しがぎん経済文化センターと共同で出展しました。ブース
では、「環境ビジネスをサポート」をテーマに、環境経営の
取り組みについて紹介。３日間で約1,000
名の方にご来場いただきました。

びわ湖環境ビジネスメッセ2014に出展

ニュービジネスの育成

　当社には、ヘルスケア事業部がありま
す。エコビジネスマッチングフェアでご紹
介した歩行分析計「ステップエイド」は、
足を骨折した人のリハビリ用に開発。高
齢者などの寝たきりを防ぐ、運動機能
を回復する訓練にも効果的です。また、
パソコンで訓練状況や回復状況を
管理し、効率的にリハビリすることが
できます。
　今後も高齢化社会に向けた課題解
決のため、医療・介護・健康機器の
開発に努めてまいります。
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　防災グッズや各種アイデア商品などの
企画・開発に力を入れ、多くの人に喜んで
いただける商品づくりを目指しています。
　第一弾として開発した、洪水や津波・
高波などの急な浸水時に救命道具として
活用できる「水に浮く布団SAVING  
FLOATER」が「しがぎん野の花賞」を受
賞させていただき、スタッフ一同大変喜
んでいます。受賞を機に数多くのご縁を
いただき、感謝しています。
　まだまだ勉強中ですが、今後も人
のお役に立てる商品開発を進めてま
いります。
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左／ニゴロブナ・ワタカを
　　水槽で展示

下／ビジネスメッセ2014
　　の様子

エコビジネスマッチングフェア2015の様子

右／来場者の想いの
　　つまった環境への誓い

エコビジネスパートナー探しの場を提供

に広がったのも、関西の水ガメである琵琶湖が存在する
ことが大きい。「地域の環境を金融でどう守るか」「地域
に根差したビジネスをどう育てるか」。琵琶湖を背景として
次々に生まれるこうした思いに、「金融機関本来の機能を
生かしてどう応えるか」。そうした工夫と信頼関係が、

「環境金融」・「地方創生」の両面で結実してきたといえる。
　ある意味で滋賀銀行は他の金融機関に比して、「幸せ」な
ポジションにいる。琵琶湖という大きな存在に同行自体が
育まれてきたわけだから。
　金融の世界が、ローカル市場からグローバル市場に
拡大し、企業活動も海外進出が当たり前になっている
今日。環境金融の世界も、太陽光発電等の再生可能エネ
ルギー発電事業への投融資からグリーンビルディングの
省エネ需要、さらに途上国の温暖化対策事業へのグリーン
ファイナンスなどへとグローバル化している。途上国の
環境金融への参画は、地域コミュニティ・企業への支援を
伴う。滋賀銀行がこれまで琵琶湖に育まれて培った環境
金融と起業家支援の経験を、琵琶湖よりもはるかに大きな
自然環境の中で、どう生かし、どう発展させていけるか。
地方銀行、メガバンクといった国内の従来型業態の枠組み
を乗り越えて、地球社会に貢献してもらいたい。

グローバル化・IT化が急速に進展する
今日、ご指摘のとおり今後は従来の枠組みや
発想にとらわれることなく、「金融」という本業
を通じて「地球環境、地域社会に貢献する」
という大きな志を持って活動を展開してまい
りたいと考えております。

今後とも、一段のご指導を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

日本経済新聞経済部編集委員、上
智大学地球環境学研究科教授等
を経て現職。金融の機能で環境問
題を解く環境金融論、CSR経営論
が専門。環境省中央環境審議会臨
時委員、全国防犯CSR推進協議会
会長等を兼務。
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